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ラオス北部地方都市における
食肉流通の展開と移住者
高　井　康　弘
は じ め に
　20 世紀中葉、メコン河中流域は第二次インドシナ戦争の戦場であったが、
1975 年にラオス人民民主共和国が成立し、政治的混乱に終止符が打たれる。
同国政府は社会主義的計画経済を試行するも短期間に終わり、1986 年以降、
市場原理導入と対外経済開放を柱とする新経済メカニズムが導入される。
しかし当時、市場経済化が円滑に進む条件は整っていなかった。まず国の
人口が少なかった。またインフラが未整備であり、地場産業が充分発達し
ておらず、社会文化資本も蓄積されていなかった。フランスの植民地政策
において、これらの振興は優先順位の低い課題にすぎなかったし、戦乱は
その状況をさらに後退させた。中でも北部は山がちで、狭小な山間盆地や
山麓に小集落が点在する地であったが、1960 年代前半にはウドムサイな
どの地域はパテート・ラオ支配下に入ったため、米軍の空爆対象となり集
落が破壊されるなど甚大な戦禍を被り、小人口分散の傾向はより増した1）。
　しかし 1975 年以降、ラオス北部の県庁所在地は徐々に町の様相を呈し
始める。行政や教育医療等の施設が設置され、公務員とその親族などが移
住したことがその契機となる。幹線道路の整備は戦時から一部始まってい
たが、その後速度が遅いながらも進み、1990 年代には県庁や郡庁の所在地
を結ぶ舗装道路網が形成される。2000 年代前半までは地方幹線道路での
車輛の通行は稀だったが、以降は目立って通行量が増し、田舎町の風情で
あった県庁所在地も地方都市に変貌し始める。農村の電化も 2000 年代に
進む。同時期には県庁や郡庁所在地の中間地点の幹線道路沿いに集住地が
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でき始め、山地等からの移住振興策もあり、以降急拡大する。
　サイ（Xay）盆地はラオス北部に点在する小盆地の一つである。高井
（2013）で述べたように、20 世紀前半のサイ盆地平地部は上座仏教に帰依
するタイ（Tai）系のルー（Lue）の人々が住む水田稲作集落が点在する地で
あった2）。戦争期にチェーン村などの盆地の中心集落は空爆で破壊され一
旦荒廃するが、戦後、元の住民の多くが戻って、旧集住地区は復興する。
他方で戦後、ウドムサイ県の県庁所在地となったサイ（ムアンサイ、ウドム
サイ）には、県内各所や他県からさまざまなエスニシティの公務員やその
親族が移住し、新集住地区が形成される。1990 年代から 2000 年代初めに
は、ポンサーリー県山地部からホーやプーノーイの人々が大量移住し、盆
地中心部住民のエスニシティ構成は一層多様化する。園江・中松（2009）
が示すラオス人口センサス（2005）一覧表からは、ラオス北部の多くの県
でラオ（Lao）を含むタイ系の人々は人口の４割に満たず、非タイ系の人々
が過半を占め、特にウドムサイ県はモーン・クメール系のカム（Khmmu）
の人々が６割近くを占めるのが特徴的であることが読み取れるが、移住の
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結果、サイ盆地中心部においても従来、山腹部に住む非仏教徒であったカ
ムの移住者がルーに次ぐ比重を占めるようになる3）。
　1990 年代から 2000 年代は、幹線道路網が整備された時期であり、サイ
が古都ルアンパバーン、中国国境ボーテーン、タイ国境ボケーオなどを結
ぶラオス北部の交通の要所となり、物資を満載した大型トラックが往来す
る町に変貌した時期でもある。交通の要所サイには、中国経済の影響拡大
を背景に 2000 年代中頃以降、一部に限るが近代的ビルが相次いで建設され、
小規模ながら都市的な景観が出現するに至る。
　サイの市域（テーサバーン）の範囲は順次拡大してきたが、サイ郡事業計
画事務所資料（2017 年１月集計）によれば、市域は（中心部から半径５キロの
範囲の）22 ヵ村（バーン）構成となり、ラオス国籍者の市域登録人口は３万
5,115 人である。エスニシティ別の人口割合はラオ（ルー）が 47％、カム
26％、モン（Mong）11％、ホー（Ho）９％、プーノーイ（Phou noy）６％、黒
タイ（Tai dam）他１％であった4）。サイは多様なエスニシティの移住者が暮
らす地方都市である。
　本稿はこのような地方都市サイを拠点とした家畜／食肉流通の展開に焦
点を当てる。当地における主な市場食肉用家畜は水牛・牛と豚なので、第
一に、その流通の最近 15 年の変化を、流通する家畜（肉）の種類や量、供
給ルート、担い手の属性や組織といったポイントに注目して明らかにす
る5）。第二に、家畜／食肉流通の変化の背景を検討する。家畜／食肉流通
事情は農山村の家畜飼養の変化、近隣国のアグリビジネスの進出、地方都
市における消費需要の変化、市場経済化やグローバル化に対する行政管理
のあり方の変化などを端的に反映すると思われるが、当地においてはどう
なのか確かめる。第三に、食肉流通業の主な担い手である移住者のエスニ
シティや親族関係に注目する。移住者が就きうる職業の中でも、家畜を仕
入れ食肉処理して生鮮市場に流す稼業は、日雇い就労や零細な商売に比べ
て、実入りは良いが、買付け資金を蓄え、搬送手段を確保し、家畜の品定
めの経験を積んだ人々しか参入できない、いわばステップアップした生業
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の一つと考えうる。高井（2005）ではルアンパバーンの牛・水牛（肉）流通
を担う黒タイ移住者の事例を検討したが、サイにおいても食肉流通業は同
じエスニシティの移住者が担う傾向がある。同業への参入のあり方に注目
することで、地方都市移住者の群像ないし社会関係の一つを浮かび上がら
せたい6）。
1．新経済メカニズム導入前後のサイにおける食肉流通
1‒1．社会主義政権成立から新経済メカニズム導入までの状況
　1975 年から 1980 年代末までの当地の食肉流通については、次の特殊事
情を踏まえて理解する必要がある。第一に、当時は社会主義政権の計画経
済試行期であった。第二に、当時のサイは再建途上で、市場用食肉の消費
需要は少なかった。戦前に当地の商業を担っていた華人やベトナム人は去
り、商業部門で既得権益を持つ層が不在状態となり、当地の半自給自足傾
向はより強まっていた。
　この時期については不明なことが多いが、サイの国営食糧公社食肉部門
の現場運営に携わっていた黒タイ男性（故人）の家族によると、同部門は
水牛・牛を扱い、豚は扱っていなかった。さまざまなエスニシティの５～
６名の男性職員が仕入れ・屠畜・販売に従事していた。この黒タイ男性は、
兄がウドムサイ県の要職に着任した縁で、1975 年にサイヤブリー県から
移住してきた人で、会計係を伴って県南のベーン郡、フン郡の農家を２泊
程度して歩いて回り、水牛を仕入れた。水牛は林野に野放しだったので、
他の家畜と違い、戦争期の被害が少なかった。買い取った水牛は曳いて帰
った。町の中央に国営食糧公社の建物と精米所があったが、屠場は無く敷
地の一画で屠畜と販売がなされた。１日に２～４頭屠畜する日もあったが、
仕入れが不調で屠畜できない日もあった。しかし、食肉不足が問題になる
ことはなかった。住民は祭の宴などの際は勝手に屠って食べるし、普段は
肉を食べないので水牛１頭を屠畜しても売れ残りがちであった。彼は
1985 年頃まで仕入れ・販売に従事していたという。国営食糧公社食肉部
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門は、新経済メカニズム導入後の 1990 年に活動を一旦停止する。
1‒2．新経済メカニズム導入後の民間食肉流通関連業者の見取り図
　1990 年代以降、サイの食肉流通は民間に移行する。担うのは私設屠場関
係者、ナーイホーイと呼ばれる仕入れ・販売業者（ないし仲買業者）、売り
子と小売業者である。ナーイホーイが農家を回り、家畜を仕入れ、屠場に
持ち込み、屠畜代を屠場に支払う。屠場は作業員を雇って深夜に屠畜し、
通常、明け方にはナーイホーイは肉を受け取り、生鮮市場に流していた。
後述のように、ナーイホーイの妻は市場で食肉を売る場合が多いので、ナ
ーイホーイを仕入れ・販売業者と訳した方が実情に合うが、他の担い手と
区別しやすい便宜もあり、以下では仲買業者と記す。
　1980 年代前半から 2005 年まで市中心に国営市場があったが、1996 年に
ウドムサイ県の元県知事が私財を投じ、市中心近くに私営の生鮮市場Ｔを
開業する。また、1999 年に国営の生鮮市場Ｎが市中心近くに開業し、2010
年に民間資本（本店ビエンチャン）による経営に移行する。2000 年代以降、
食肉は主にＮ市場とＴ市場の食肉区画で売り子などが販売している。生鮮
市場を訪れる買い手は一般消費者、食堂関係者、零細食肉行商、加工業者
などである。以下、食肉流通の担い手それぞれについてもう少し具体的に
みていきたい。
　新経済メカニズム導入後のサイにおける最初の私設屠場（以下、屠場Ａと
記す）は、1990 年代前半に市内に開業する。その後、市内の別の地に移り、
2000 年前後に生鮮市場Ｎができた市内ｎ村に移る。
　屠場の所有者兼経営役員はカムの３人である。そのうち屠場長は県内他
郡出身の元軍人で、1980 年代前半にサイに移住し十余年商店で勤めた人
である。他の２人はそれぞれ国営食糧公社食肉部門、県商務事務所職員か
らの転身である。３人は県商務事務所との関わりで知り合い、資本を出し
合って創業する。
　屠場Ａに関わる屠畜作業員、仲買業者、売り子、小売業者は 1998 年以降、
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一つの食品会社（ヴィサハキット・サノー・アハーン）に所属する形になって
いた。同会社はまず、牛・水牛関係者だけで発足し、翌 1999 年に豚を扱
う業者も加わる。
　2003 年の調査時、屠場Ａでは屠畜作業員の水牛・牛係５人と豚係６人
全員が、屠場所有者の親族の男性で、ほとんどが市内在住のカムの人だっ
た。タイの屠場は持戒日や慶祝日の休止が定められているが、ラオスでは
毎日操業している。通常日の１日当たりの平均屠畜頭数は水牛が３頭前後、
豚は 19 頭前後だが、田植え・稲刈りの農繁期は、農民が多忙なので仕入
れ困難となり屠畜頭数が減り、人々が宴で肉をおおいに食すラオ正月など
の日には、１日で水牛５～10 頭、豚 25 頭を屠畜するとのことであった。
屠畜は主に午前２時から午前６時になされた。作業員は月給に加え、肉や
脂身を得ていた7）。水牛・牛係は「最初に斧を振るう人」と「解体する人」
で作業するが、斧執行は５人が輪番で務め、残りの人が解体し、前者は肉
を１日１キロ、後者は 300 グラムを得る取り決めになっていた。豚係は
「喉を突き、血を抜く」２人、「解体する」５人、「全体作業指揮」１人で構
成されていた。
　屠場事務所の壁には仲買業者の名簿が貼ってあった。牛・水牛を扱う仲
買業者グループ（グルム）には 12 業者が登録し、豚を扱う仲買業者グルー
プには 33 業者が登録していた。食肉販売は営業許可証（バイ・ダムヌー
ン・トゥラキット）が要るが、それぞれグループで１枚を取得していた。
　水牛・牛を扱う仲買業者も皆カムの男性で、市域中心部の村々に住んで
いた。屠場に水牛や牛を持ち込むのは１日に１業者と決まっており、中 11
日の輪番制を敷き、当番日以外は仕入れ活動などをし、２業者は先の水牛
屠畜作業員も兼ねていた。2003 年時はまだウドムサイ県域の農山村で
牛・水牛が多く飼われていたので、彼らはサイに近いサイ郡とベーン郡か
ら仕入れていた。ルアンパバーンやボケーオの業者と仕入れで競合するフ
ン郡は仕入れ値が高いので、あまり行かないとのことであった。
　屠場Ａで食肉処理された牛・水牛肉は、生鮮市場Ｎの一画で当番の仲買
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業者の妻と「売り子（ルークキアン）」「小売業者（メーカーキアン）」が売っ
ていた。売り子は、自前の仕入れ資金が無いので、仲買業者から一定量の
肉を預かって市場で売り、売った肉のキロ数に応じて仲買業者から報酬を
得る人である。小売業者は仲買業者から卸値で肉を買い取り小売する人を
指す。生鮮市場Ｎの食肉区画の売り手の多くは売り子であった。牛・水牛
肉の売り子・小売業者の登録者数は 30 人だったが、皆女性で大半がカム
の人だった。同社役員（屠場主）は、彼女らを２班（ヌアイ）17 名ずつに編
成し、各班は隔日で売り棚に座る輪番制を敷いていたが、両班に登録し毎
日座る売り子もいた。市場開業から４年が経っていたが、この間、メンバ
ーや編成は変わっていないとのことであった。ナーイホーイから受け取れ
る赤身肉・内臓は 20 キロが１人の上限と決めてあり、販売１キロにつき、
500 キープ（5.6 円）を受け取っていた8）。また肉付骨は 10 キロが上限で販
売１キロにつき 1,000 キープ（11.2 円）の報酬だった。上限一杯売り切れば、
１日２万キープ（224 円）の収入になり、隔日でこの稼ぎを続ければ、屠畜
作業員の月給を上回る額となる。売り子は市域中心部の各村から徒歩ない
しバイクで通っており、公務員などの夫の低収入を補うべく働いている人
が多かった9）。
図１　2003 年時のサイにおける食肉流通
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　他方、屠場に登録している豚の仲買業者 33 人は、１班（ヌアイ）11 業者
の３班に編成され、各班が中２日の輪番で屠場を使っていた。第１班は皆
ルーの業者、第２班はラオとモンの業者、第３班は皆ホーの業者であった。
彼らの場合も多くがサイ市域中心部の村々の在住者であった。通常、当番
日に 11 業者がそれぞれ仕入れた豚を各１頭屠畜に回すので、１日の屠畜
頭数は 11 頭前後であった。豚肉は主にＴ市場の食肉区画で当番班の仲買
業者の妻や娘が売っていた。なお、ホーは 1990 年代以降、サイに移住し
てきた人々であり、彼女らの中には、成人後、当地に来るまでラオ語を話
す機会があまり無かったがゆえに、まだラオ語会話が困難な人も少なから
ずいた。
　以上、2000 年代前半までのサイの食肉流通の担い手について概観した。
目に付くのは、屠畜作業員、仲買業者、売り子の輪番制とエスニシティ毎
のまとまりである。輪番制はラオス北部では業種を問わず広くみられる。
参入したい業者数に比べて、参入できる業者数が少ない状況において、希
望者を参入に向けて競争させるのではなく、一定程度までは無条件に平等
に参加機会を与える制度的工夫である。次に、エスニシティ毎のまとまり
であるが、屠場Ａで牛・水牛を扱う各段階の業者はほとんどがカムの移住
者であった。他方、豚を扱う仲買業者は、ルーの班、ホーの班、ラオとモ
ンの班と明白にエスニシティ毎に編成されていた。前述のようにサイは、
さまざまなエスニシティの人々が暮らす都市だが、食肉流通業を担う食品
会社は、全体としては多様なエスニシティの人々を含みつつ、下部の組織
や集団はエスニシティを同じくする人々で編成されていた。
　なお 2000 年以降、サイの食肉流通は屠場Ａの独占ではなくなる。ルア
ンパバーンから移住した黒タイの業者が、市中心からやや北の軍用地内に
2000 年に屠場を開業し、2004 年時点では１日に水牛１～２頭を屠畜し、
軍用地前で売っていた。2004 年には国営食糧公社（タンヤハーン・ラットヴ
ィサハキット）が少数業者の寡占になるのを避け、食肉価格の安定化にも関
与すべく、食肉業に再参入し、サイ市郊外に屠場Ｂを開業する。先の軍用
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地屠場の所有者が資本を投じ、屠場経営と仲買業を担当した。軍用地屠場
は屠場Ａの水牛仲買業者の一人が引き継いだ。2000 年代中頃のサイでは
３屠場が操業していた。その後、2008 年に軍用地屠場が廃業して一旦２軒
に戻るが、やがてホーの人が屠場Ｃを開業し、2015 年にはラオの人が屠場
Ｄを開業する。食肉需要拡大の中、新規参入が許可され、2018 年時点では
４軒が操業している。以下はいくつかの点に注目して、その後の変化を記
述したい。
2．2000 年代後半以降のサイにおける食肉流通の変化
2‒1．水牛の供給減少と流通管理制度
　2000 年代後半以降、まず水牛供給をめぐる状況が大きく変化する。高井
（2008）や Takai et al.（2010）で述べたように、ラオス北部農山村の人々は水
牛を水田耕起用の役畜ないし動産として飼ってきた。しかし、パラゴムノ
キなど換金作物作の普及、それに伴う野放しの全面禁止、賃金労働などの
就労機会の増加、耕耘機の普及など状況が変化し、飼育が困難化する一方
で役畜を飼う必要はなくなる。折しも食肉需要増の中、高値で買付けに来
る仲買業者に全頭売却する農家が続出し、2000 年代後半に入ると県域の
幹線道路沿いの農村では水牛をほとんど見かけなくなる。
　ウドムサイ県は 1980 年代から 2000 年までは水牛を輸出していた。パー
クベーンからボケーオを経てタイのチエンコーン、チエンラーイ方面に流
していた。当時は県内消費頭数の２割以内の頭数なら輸出可能だった。し
かし 2001 年以降、タイへの輸出は中止になる。またウドムサイ県はビエ
ンチャン特別市との間で売却契約を結んでいたが、これも 2008 年には取
りやめになる。サイの業者もサイ郡内での仕入れが困難になり、県内他郡
やポンサーリー県クワー郡などに水牛や牛を求める状況になる。
　郡ないし県間における家畜の取引と移動については、仕入れ元と移動先
の県・郡の許可を得る必要がある。屠場Ａの所有者によると、ウドムサイ
県では 2000 年代中頃から県域の牛・水牛・豚を県内他郡の業者が仕入れ
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るには、当該郡と契約を交わさねばならなくなり、同社は毎年６月に県内
各郡との間でそれらの年間（つまり１月から 12 月の）取引頭数を定める契約
を交わしていた。半年の実績を見たうえで、残りの期間の取引頭数を見込
み、１年の取引頭数を申請するが、以降追加はできないので多めに申請す
る。取引がその頭数に達しなかった場合は、翌年に持ち越せるとのことで
あった。ただし、水牛・牛については、仕入れ先の県・郡の方が供給でき
ず、取引頭数を決めても計画どおり行かない年が続き、2017 年末をもって
先の認可申請手続きは必要なくなる。
　こうした状況だが、サイ盆地の各屠場に登録している水牛・牛仲買業者
の総数は 2014 年時点では 19 業者となり、2000 年代前半より増えていた。
また、サイの各屠場で訊いた通常日１日当たりの平均屠畜頭数の合計は、
2003 年（４頭）、2004 年（６～７頭）、2007 年（７頭）、2008 年（７～８頭）、
2014 年（６～７頭）、2018 年（８頭）と推移する。農山村では村人が屠場を
介さず屠るので、県や郡全体の屠畜頭数は把握できないが、サイの屠場全
体の牛・水牛屠畜頭数はここ十余年でみるとやや増加気味である。内訳を
みると、屠場Ａの屠畜頭数が縮小する一方で、新規参入の屠場が２～４頭
の屠畜を続けている。屠場における屠畜頭数の増加は、一方で、仕入れ先
を遠隔地に求めれば頭数を一定確保できる状況があり、他方で、消費市場
は多少高値でも水牛肉を買うことを示している。水牛・牛肉価格はどう動
いているのかを次にみたい。
2‒2．食肉価格の動向
　通常、仲買業者は農家から水牛を買い取る際、個体の目視と触感で取れ
る肉の量を判断し、値段交渉をする。目安を言えば、雄水牛（８～10 歳）で
は赤身肉 200 キロほどの採取が見込める。こうした個体の仕入れ値相場は
2004 年から 2005 年は 250 万キープだったが、2006 年は 300 万キープ（３
万 5,294 円）、2007 年が 350 万キープ（４万 3,210 円）、2008 年は 450 万キー
プ（５万 6,172 円）と上昇する。仕入れ値の高騰に加えて、仕入れ先が遠方
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となり搬送経費などもかさみ、それらは小売価格設定に影響する。
　食肉処理した後、生鮮市場においては、赤身肉、肉付骨、内臓、脚、耳、
腸汁、胆汁、胎児など部位毎に売られる。赤身肉は細かい部位分けをせず
に売られていたが、やがて部位毎に値段を分けて売られるようになる。小
売値が乾季と雨季で変わる傾向はない。生鮮市場Ｎでは、水牛赤身の最上
等肉サンナイ（テンダーロイン）・サンノーク（サーロイン）のキロ当たり小
売値は次のように変化していた。2003 年：１万 7,000 キープ（191 円）、
2004 年：１万 9,000 キープ（198 円）、2005 年：２万 2,000 キープ（234 円）、
2006～2008 年：２万 5,000 キープ、2009 年：２万 7,000 キープ（303 円）、
2010 年：３万キープ（311 円）、2012 年：３万 5,000 キープ（344 円）、2014
年：６万 5,000 キープ（845 円）、2016 年：６万 5,000 キープ（849 円）、2018
年：６万 5,000 キープ（856 円）である10）。価格は毎年上昇し、2000 年代後
半、国営食糧公社の価格抑制措置もあり一時一定したものの、2014 年には
10 年前の４倍近くに跳ね上がり、最近は高止まりしている。
　ただし、事態はラオスのインフレ状況と重ねて判断する必要がある。比
較の指標として、サイ市域および近郊農村の日雇い労働の日当相場をみて
みたい。田植え・稲刈り（昼食自己負担）の場合、2006 年：２万 5,000 キー
プ（294 円）、2007 年：３万キープ（370 円）、2010 年：５万キープ（518 円）、
図２　サイの生鮮市場における水牛肉と豚肉のキロ当たり小売価格の推移
 （筆者による各年の生鮮市場聞き取り調査による）
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2014 年：６万キープ（780 円）、2018 年：６万キープ（790 円）であった。
2006 年時点では、水牛肉キロ当たり小売価格と農業労働日当は同額であ
った。その後 2010 年までは後者の上昇が前者を上回り、2010 年代以降は
前者が後者を上回っている。もっとも 2010 年代に入ると、近郊農村でも
田植え・稲刈りより日当相場の高い就労機会が多くなることも考慮する必
要がある。全般のインフレ状況の中で水牛肉の値段も上がったに過ぎず、
水牛肉だけが値段の高騰ゆえに買い難い食材になったとは言いにくい。
　それでもここ 15 年でサイの消費者にとって、水牛肉が豚肉に比べ割高
な食材になったことは明白である。豚肉もサポーク／カーラン（モモ）、サ
ームサン（バラ）など部位で値段は違うが、サポークなど上等肉の小売価
格は、2003～2004 年：１万 6,000 キープ、2006 年：２万 8,000 キープ、
2009 年：２万 7,000 キープ、2010 年：３万キープ、2014～16 年：３万 5,000
キープ、2018 年４万キープであった。豚肉と水牛肉の価格を比較すると、
2003 年から 2010 年までは、両者は年による差異はあれ、ほぼ同額と言え
たが、2014 年に水牛肉価格が急騰したのに対して、豚肉価格の上昇はさほ
どではなく、その結果、両者の価格は倍近く違う状況になった。背景には、
ビエンチャン郊外のタイ系改良品種豚が大量に安定的にサイの食肉市場に
流通するようになった状況がある。先の労働日当相場動向を踏まえると、
サイ市域住民にとって、豚肉は随分買い求め易い食材になったと言える。
2‒3．豚肉流通の変化
　ラオス北部の人々は豚を「ムー・ラート（『在来』豚）」と「ムー・パン
（改良品種豚）」に範疇分けしている11）。「在来」豚は山地のモンなどの人々
が供儀や宴の際に屠るべく飼養してきた。集落がベースの半野放し的な飼
い方であった。先住民カムやタイ系の人々が住む水田農村でも副収入を得
るべく一部の人が飼っていた。当初、サイの仲買業者はこの「在来」豚を
仕入れていた。しかし、その後、近郊農村の一部の人々はタイや中国やベ
トナム由来の改良品種豚も市場用に飼い始める。
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　サイの人々に食肉の嗜好について訊くと、2000 年代前半は改良品種豚
肉を食べないと答える人が多かった。その後も「在来」豚肉を嗜好する傾
向がある。しかし、改良品種豚肉の流通量は次第に増す。サイに中国人建
設労働者が入り、豚肉消費需要が増えたことが改良品種豚増加の背景にあ
ると屠場Ａの所有者は話す。彼によれば、2008 年までは「在来」豚の屠畜
頭数が改良品種豚のそれを上回ったが、2009 年に逆転し屠畜頭数の６割
を改良品種豚が占めるようになる。2009 年のサイの生鮮市場では豚肉の
小売価格は両者同額であった。改良品種豚肉が市場に出回るにつれ、それ
を忌避する声はあまり聞かなくなる。
　サイの市域や近郊農村に改良品種豚の養豚場が増えたのは 2007 年以降
である。たとえば、同年開業のサイ中心部在住のラオの人が経営する仔豚
養豚場は、雌豚 40 頭と種雄３頭でスタートした。種雄はビエンチャンで
購入したタイ産品種の個体と昆明で購入した中国系品種の個体であった。
雌豚も昆明から来た個体で、昆明産の飼料を与えていた。2009 年時、サイ
近郊には仔豚養豚場が２軒操業し、先の養豚場は 2009 年時には雌豚を
100 頭に増やしていた。
　肥育養豚場は市内だがまだ近郊農村的な風情を残す地域に多数現れた。
その一つｄ村では、2007 年と 2008 年に 40～120 頭規模の養豚場が相次い
で４軒開業し、他にも 20～30 頭を飼養する世帯が数戸あり、2010 年時点
で計 2,000 頭余りが飼われていた。ｒ村も 2008 年頃から飼養する人が急
増し、2009 年時、60～100 頭規模の養豚場が複数あり、豚の頭数は計
2,022 頭に達していた。すべて改良品種豚であった。
　サイにおける養豚場の増加の背景には政府の振興策があった。政策銀行
が 2009 年から１年限定の養豚・養魚複合経営支援の低利子融資を実施し、
先のｄ村の場合、１件当たり 500 万～1,000 万キープの融資を受ける養豚
グループ（５～７戸構成）が３件あった。ｒ村の養豚業者もこの低金利融資
を利用していた。行政が改良品種豚飼育を奨励し、それに応える形で養豚
場が増加した。
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　屠場Ａの食品会社で豚を扱う仲買業者の登録数は、前述のように 2003
年は 33 人（11 名の３班編成）だったが、2008 年は 51 人（17 名の３班編成）、
2009 年は 69 人（23 名の３班編成）と増加した。豚は水牛に比べ、１頭当た
りの仕入れ資金が少なくて済み、搬送はバイクでも可能なので、仲買業に
参入し易い。豚肉需要増もあり、食品会社の側にも仲買業者を増やす理由
があった。サイ市内の全屠場の通常日１日平均の豚の屠畜頭数は、2003 年、
2007 年は 19 頭だったが、2009 年は 25 頭に増加する。
　そして、2010 年代に入って、状況はさらに大きく変化する。行政は一転、
都市衛生の観点から、市域における数十頭規模以上の養豚場の営業を抑制
する方針を打ち出し、市中心近くの養豚場はほぼ廃業する。しかし、サイ
盆地の屠場全体の１日当たりの豚屠畜頭数平均は 2014 年には 28 頭余りと
さらに増加し、そこにおける改良品種豚の割合も 75％と一層高まってい
た。
　豚の供給ルートは一変し、2012 年以降は、地元産の改良品種豚の比重は
低下し、ビエンチャン県ポーンホーン郡他の養豚場等で生産されたタイの
アグリビジネス（CP、ベーターグロー）の改良品種豚がサイの食肉市場に大
量に流入するようになっていた。
　流通ルートの変化に伴い、仕入れを担う顔ぶれも変わっていた。2014 年
調査時、屠場Ａで豚を扱う登録仲買業者はトラックを持つ新顔の４業者に
なっていた。２業者がペアを組み、２台のトラックでビエンチャン県にあ
るベーターグロー社の豚を契約肥育している養豚場に赴き、計 70 頭余を
積載し、屠場Ａに搬送することを月に３便（２ペアで６便）繰り返していた。
そのうちの１ペアはラオの兄弟だったが、兄の妻がラオの屠場所有者（後
述：2012 年の屠場移転時に加わった地主）の親族だった。兄と弟が各自のトラ
ックを運転し、夜７時に出発し、翌夕方に養豚場に着き、豚を積載し、戻
って来るとのことだった。
　それまで地元の農村を回って豚を仕入れていた従来の仲買業者は、豚肉
小売業者に転向していた。すなわち、新しい仲買業者が仕入れた豚を小売
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業者が買い取る形になっていた。各小売業者は屠場裏の豚舎に各自の区画
を持っており、そこで豚を世話し、折をみて１業者１日１頭弱を食肉処理
に回す。小売業者は１頭当たり３万 5,000 キープの屠場利用代を払い、肉
を受け取り生鮮市場で売っていた。
　新しい仲買業者と小売業者は請負関係を結び、共存していた。たとえば、
小売業者は 20 人余で合資仲間を組み、１週につき 5,000 万キープを集め、
豚 25 頭分の買付け資金として、ビエンチャン県に赴く仲買業者に先渡し
していた12）。この資金を得た仲買業者はビエンチャン県で買付けるが、仲
買業者の実際の仕入れ値や搬送経費は小売業者の関知するところではない。
請負った仲買業者が自己の裁量で安く買付けて、利鞘を稼ぐのは自由であ
るとのことであった。
　サイにおける豚流通の状況は流動的である。県外の豚への過度の依存を
懸念して、2018 年に入ると、行政は県内の養豚場からも一定頭数を仕入れ
るように屠場に要請する。同年においても、各屠場に最も多く持ち込まれ
図３　2014 年時のサイにおける食肉流通
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ていたのは、ビエンチャン県産の改良品種豚であったが、ルアンパバーン
県およびサイ市内外の養豚場で生産された改良品種が一定の比重を占める
ようになっていた。また、ビエンチャン県から持ち込まれる改良品種豚の
ほとんどが CP社の豚になっていたが、屠場の所有者はその理由を、ベー
ターグロー社の豚より脂身が少なく、赤身肉が多いからと説明していた。
１頭買いして生鮮市場で売る小売業者にとっては売値の良い赤身肉が多い
ことは重要であり、小売業者の評価が、仕入れ先の選択に影響したと推察
している。
2‒4．屠場と生鮮市場：施設面での変化
　以上、ここ 15 年間のサイにおける食肉流通の変化について、いくつか
のポイントに注目して述べてきたが、屠場と生鮮市場の施設面の変化につ
いて補足しておきたい。
　屠場の立地は、市域の中心部から周縁部に次第に移動している。屠場Ａ
は 2012 年に市域内だが農村的色彩が残るｄ村に移転し、移転先の地主
（ラオの人）が屠場主の一人に加わる。敷地が広く、水の便が良いことと、
市中心部からｄ村への舗装道路の開通などインフラが整備されたことが移
転の理由であった。屠場Ｃはｄ村の中でも道路から外れた場所、屠場Ｄは
市域最周縁のｖ村に開業している。サイが地方都市の体裁を整える中、屠
場は同心円の周縁に押し出されつつある。
　他方、屠場の施設や作業員の労働のあり方は、ここ 15 年で変わってい
ない。屠場はトタン屋根と支柱だけの開放的な造りの平屋で、コンクリー
ト床上に繫留用の木柱が立ち、周囲に洗浄用の水槽などが配置されている。
屠畜はたとえば、水牛・牛の場合、木柱にその頭を縛り付け、頭後部を斧
で打ち、気絶させた上で、喉を切って血を抜いた後、皮を剝ぎ、解体作業
に入るが、作業員はゴムゾウリないし裸足に素手の軽装である。コール
ド・チェーン（低温流通体系）は導入されておらず、冷凍施設はなく、解体
された肉塊はそのまま生鮮市場に搬送される。
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　ここ 15 年で市中心部に中国資本の市場Ｌやショッピングセンターがで
き、周辺に生鮮市場Ｋなど小市場が新たにできたが、生鮮食料品を扱う主
要な市場は変わらず２か所である。両市場は屋根付きになり、規模が拡張
した。しかし、ビエンチャンの主要生鮮市場が近年高層のショッピングモ
ールに劇変したような事態はまだ生じておらず、食肉区画のあり方も基本
的に変わっていない。売り手の前の机に肉塊は盛られ、買い手は紙幣を片
手に素手で突きながら品定めをする。売り手は客の注文に応じて肉塊を切
り分け、量り売りする。
　売り手が皆女性であることも 15 年間変わらない。ただし、売り手の編
成や人数は随分変わった。まず、2010 年代に入って、かつての輪番制がな
くなった。2014 年調査時においては、水牛肉は総計 20 人が毎日売る形
（生鮮市場Ｎ：14 人、生鮮市場Ｔ：６人）に変化していた。豚肉も 43 人の小売
業者が両市場他に個々の売り棚を持ち、各人の仕入れ状況に応じて販売す
る形に変化していた。両市場の食肉売り場には、３つの屠場から水牛肉や
豚肉を持ち込んだ売り手が並ぶことになった。水牛肉と豚肉の売り手の人
数を比べると、2003 年時は水牛肉の売り手の方が多かったが、2014 年時
は豚肉の売り手の方がかなり多くなっていた。
写真１　 屠場Ａ　水牛・牛を屠畜時に
縛り付ける繫留柱
 （2018 年９月撮影）
写真２　生鮮市場Ｔ　食肉売り棚
 （2018 年３月撮影）
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3．水牛（肉）流通の担い手のリクルートと職移動
　最後に、食肉流通業の担い手のリクルートと職移動について、屠場Ａの
食品会社で水牛（肉）を扱う仲買業者と屠畜作業員と売り子を事例に検討
したい。前述したように、彼らの大半がカムの人々であった。ウドムサイ
県においてカムは最も多数であるが、サイ市内では人口の 25％程度を占
めるに過ぎない。カムがほとんどという構成は親族関係等を辿るリクルー
トによるものと推察しうるので、それを検証しておきたい。
　屠場の創業者で所有者の３人（Ｘ、Ｗ、Ｚ氏）のうち２人が没し、2018 年
時点ではＸ氏とｄ村の地主１人の２名体制になっていた。前述のように、
各創業者はビジネス上の知り合いで親族関係にはない。
　屠場Ａ登録の水牛を扱う仲買業者の大半は、創業者３人のいずれかと親
族関係がある。2018 年時点では同仲買業者は６人に減り、ベテランと比較
的経験の浅い人がペアを組む３組で輪番していたが、ベテランの業者３人
は、創業者Ｘ氏の弟、Ｗ氏の娘婿、Ｗ氏の弟の息子であった。３人の前歴
はそれぞれ県庁商務事務所勤務、国営食糧公社食肉部門勤務、陸軍軍人だ
ったが、1994 年に同時に屠場作業員に応募し働き始め、1997 年に屠場作
業員と仲買業を並行してやるようになり、2005 年に屠場作業員をやめて、
仲買業専業で活動するようになり、現在に至っている。
　他方、経験が浅い３人も創業者の親族だった。一人は故Ｚ氏の孫で、陸
軍勤務だったが、創業者で仲買業者であったＷ氏が没してできた空席を埋
めるべく、当時屠場長だったＺ氏に誘われて、同業を始めた人である。も
う一人は、Ｚ氏の姉の息子のイトコであり、残りの一人はＸ氏の親族で、
出身のベーン郡からサイに移住しラジオ修理工をした後、仲買業者に応募
した人である。食品会社の仲買業者になることを希望しても、屠場所有者
の執行役員が了承しないと受け入れられないとの声がある。かつての活況
を呈した時期から現在に至るまで、水牛仲買業者登録に関しては、創業者
の血縁姻縁によるリクルートの原理が働いているようである。ベテランの
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水牛仲買業者の一人は、息子に水牛の仕入れなどを手伝わせており、将来
は仲買業を継がせるつもりであると話していた。
　なお、屠場Ａの水牛仲買業者登録数は 15 年間で減少したが、廃業理由
は多様であった。良質の水牛を県外に売り、質の悪い個体を県内で売ると
いう法律違反による営業停止処分を受けての廃業、高齢による会計係への
配置転換、豚を扱う仲買業者への転向、他の屠場の水牛仲買業者への転向
などであった。
　屠畜作業員の構成は仲買業者に比べて非固定的であった。屠場Ａの場合、
水牛屠畜作業員は 2003 年以来 2013 年まで５人であり、屠場Ａの水牛部門
が縮小する中、2014 年に３人となり、2018 年に２人になったが、５人体
制の 10 年間でも顔ぶれは流動的であった。屠畜作業員は仲買業者にステ
ップアップする職種であるが、他の職に就く前の一時的職種にもなってい
た。2009 年調査時、20 歳代の作業員２人について話が聞けた。ポンサー
リー県クワー郡の農村生まれのカムの人だが、懇意の人を訪ねにしばしば
来村する屠場長Ｚ氏と知り合いになり、彼に誘われて５カ月前に移住し、
作業員になった。出身村は焼畑耕作が主な生業で、辛うじて食っていける
が、現金収入になる仕事が無いので決断したとのことであった。一人は独
身で屠場内の宿舎に他３人とともに家賃無料で住み込み、もう一人は屠場
横の簡素な高床家屋を借りて、当地で知り合った妻、呼び寄せた母と暮ら
していた。報酬は月給と出来高給を合わせても、農業労働の場合の収入と
さほど変わらないが、日雇いと比べれば安定した就労である点がメリット
のようであった。若者の一人はここでの労働をそんなにきついと考えてい
なかったが、あと数カ月で転職するつもりで、ただし転職先は未定と話し
ていた。
お わ り に
　以上、サイの食肉流通の 15 年を概観した。第一に、農山村部における
家畜飼養状況の変化、幹線道路網の発達、アグリビジネスの進出などが絡
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んで、水牛肉と「在来」豚肉と改良品種豚肉の流通には特徴的な変化がみ
られた。水牛供給地の遠隔化と水牛肉価格の上昇にも関わらず、水牛肉は
減ることなく供給され、消費されていた。豚肉の供給量は飛躍的に増大し
た。また、生鮮市場では「在来」豚肉よりも改良品種豚肉の割合が増し、
現在に至る。それに伴い、後者を忌避しがちであった消費者の嗜好も変化
しつつある。改良品種豚を供給する養豚場は当初、市域に多く誕生したが、
その後、都市政策の変化があり、ビエンチャン県で操業するタイ系アグリ
ビジネスの改良品種豚がそれを肥育する養豚場を経由して大量に流入する
状況となった。いずれにせよ、豚肉価格は相対的に安価になり、改良品種
豚肉はサイの住民にとって身近な食材に変化しつつある。
　第二に、食肉流通に関する行政の管理に若干ふれた。ラオスの憲法では、
経済管理は、市場原理に従う一方、法律に基づき、地方当局と協調ないし
分担しつつ、中央集権的な統一管理の原則で実施するとうたわれてきた。
本稿では、郡や県間の家畜売買の頭数枠設定や国営食糧公社の屠場再参入
などの制度や動きに言及したが、これらは地域間の需給バランス調整、一
部業者による寡占回避、価格の安定、県内産業の育成などを趣旨とするも
のであった。ただし市場経済の激しい動きの中で、その効果は限定的なも
のになっているようであった。
　第三に、食肉流通を担う人々の属性や関係に言及した。サイの食肉流通
を担うのは、戦後復興期以降、県内他郡や近隣県から移住した人々であっ
た。また、サイの食肉流通にはさまざまなエスニシティの人々が関わって
いるが、仲買業者や小売業者などの下位組織はエスニシティを同じくする
人々で構成される傾向がみられた。当地の食肉流通には仏教徒のラオやル
ーの人も関わっていたが、多くは非タイ系の非仏教徒であり、特に水牛・
牛（肉）の流通に関わる人々にはその傾向が明白であった。当地最大の屠
場の場合、屠場所有者とそこで水牛・牛を扱う仲買業者は、公務員勤務な
どで蓄財した後、同業界に参入した人々であり、屠場所有者と仲買業者や
作業員は血縁・姻縁でつながっており、この絆がリクルートに使われてい
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た。屠畜作業員、仲買業者、小売業者や売り子たちは、しばしば輪番制を
活用し、負荷の軽重のある作業を担い合い、屠場で仕入れた家畜を屠畜す
る当番日をローテーションで回し、生鮮市場の売り棚に座る権利を分かち
合っていた。これはラオス北部各所の食肉流通の現場にみられる、いわば
「貧困の分かち合い」的慣行であるが、2010 年代中頃に至って、サイの豚
肉流通においては輪番制が解消していた。市場が拡大し、市場原理が徹底
する中でこうした制度は一過性のものとして消えるのか、今後に注目した
い。
　ラオスに地方都市が現れる中、さまざまな流通サービス部門の拡大がみ
られる。その一つが食肉流通の展開であるが、そこには上記のような諸点
を指摘することができた。これらはラオスにおける他の業態にも共通する
特徴である可能性が高いと推察するが、その検証も今後の課題である。
註
1） スチュアート┻フォックス（2010：221）によれば、200 万トン以上の爆弾がパ
テート・ラオ支配地域に落とされ、約 3,500 ヵ村のほぼすべてが完全ないし部分
的に破壊された。
2） タイ・ルーないしラオ・ルーとも呼ばれる。祖先が雲南シップソーンパンナー
から移住し、同国の民としての記憶を自らのアイデンティティの根拠とする人々
である。
3） カムはカムーないしクムとも表記される。ラオス北部の先住民だが、ラオの王
朝は彼らを従属民と位置づけ、フランス植民地期もこの上下関係は継続された。
4） モンはメオとも表記される。中国からラオス、タイ山地部に移住した人々で、
非仏教徒である。ホーはラオス国籍の漢人である。プーノーイはチベット・ビル
マ語族に属する人々である。黒タイはベトナム北西部からラオス北部にかつてあ
ったシップソーンチュータイの民としての記憶を、自らのアイデンティティの根
拠とする非仏教徒である。なお、同資料によると、サイ郡（８万 2,998 人）のエ
スニシティ別人口割合はラオ（ルー）25％、カム（50％）、モン（18％）、ホー
（0.04％）、プーノーイ（0.04％）であり、周辺農山村域ではカムの割合が高く、市
域ではラオ（ルー）の割合が高いという従来からのコントラストは依然みられた。
また、ホーとプーノーイの多くは 1990 年代から 2000 年代初頭にポンサーリー県
から市域に移住したが、周辺農山村にはほぼ居住していないこともこの資料から
わかる。
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5） 当地では水牛と牛は同じ業者が扱い、多くの場合、値段も同額で売られている。
ラオス北部の人々は水牛肉を牛肉より嗜好する傾向が明白であり、業者は水牛が
手に入らない場合の代替として牛を位置づける傾向がある。NSC（2005：39）の
食肉小売価格（８県平均）では、牛肉と水牛肉は分けられており、前者の方が
1990 年から 2004 年の間、常に価格が高かったが、これは牛肉を嗜好する中部、
南部の状況を反映したものと考える。なお、ラオスの食肉市場に流通する牛の大
半は「在来」牛である。この点、ブラーマンなどとの交雑牛が「在来」牛より多
くみられるようになったタイとは異なる。
6） 本稿のデータは 1999 年から 2018 年のラオス調査の際の見聞等で得た。調査は、
2003～2008 年度総合地球環境学研究所プロジェクト（秋道智彌代表）「アジア・
熱帯モンスーン地域における地域生態史の統合的研究：1945～2005」、2007～
2010 年度科研（藤井勝代表）「東アジアにおける『地方的世界』の基層・動態・
持続可能な発展に関する研究」、2009～2012 年度科研（池谷和信代表）「熱帯地域
における農民の家畜利用に関する環境史的研究」、2014～2017 年度科研（池谷和
信代表）「熱帯の牧畜における生産と流通に関する政治生態学的研究」、2018 年度
大谷大学個人研究費等を得て実施した。
7） 2003 年時、屠畜作業員の月給は水牛係 20 万キープ（約 2,247 円）、豚係 25 万
キープ（約 2,809 円）であった。
8） 2003 年調査時のレートは１円が 89 キープ。2009 年も１円が 89 キープ。2014
年は 76.93 キープ。2018 年は 75.92 キープ。ここ 15 年は、2011 年秋に１円が 105
キープ、2015 年秋に 66 キープとレートの変動が激しいが、2003 年から 2009 年
は平均すれば１円が約 90 キープ、2010 年代中頃以降は１円が約 73 キープで推
移している。
9） 2009 年時の例だが、Ｎ市場の水牛肉売り子の夫は、電信局勤務月給 70 万キー
プ、生協経理部勤務月給 58 万キープ、警察官月給 75 万キープなどであった。警
察官の夫は副業で農業も営んでいた。なお、2008 年以降売り上げキロ当たり報酬
は一律 1,000 キープと倍増しており、１日に３万キープ、月にすると夫には及ば
ぬまでも 45 万キープを稼ぐことができた。ただし、2009 年当時、インフレ状況
の中、町では５人家族なら食費など基本的生活費だけで１ヵ月で 100 万キープ
（約１万 1,124 円）かかるというのが一般認識だったので、子どもの教育費や交通
費などがかさむことを考えると、上記の夫婦の収入は辛うじて都市での生活が営
めるレベルということになる。
10） NSC（2005：39）によると、2003 年のキロ当たり小売値（８県平均値）は水牛
肉が２万 1,063 キープ、豚肉が１万 8,479 キープである。サイにおける食肉小売
値はルアンパバーンやビエンチャンと比べると安い。
11） 厳密に在来と言えないので、「いわゆる在来」の意味でカッコ付の表現にして
いる。
12） 小売業者によれば、豚１頭は約 85 キロなので、生体キロ当たり約２万 3,500 キ
ープで仕入れている計算である。
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